
伊賀市　事務事業評価シート ソフト事業

コード 名               称 コード 名            称

事業名 1116 住民主体の人権教育推進事業
会計 ０１ 一般会計
款 １０ 教育費

基本施策 38 互いを認め合い、すべての人の人権を尊重する 項 ０５ 社会教育費
目 ０３ 同和教育費

担当部課名 教育部　寺田教育集会所 細目 １０２ 教育集会所事業経費
作成者氏名 鈴木　重儀 連絡先 ２３－８７２８ 細々目 ０５ 住民主体の人権教育推進事業経費

事業の計画・内容

事
業
の
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか）
地域住民 住民が主体となって知識の修得を交流の実践から確かな人権感覚を培

い、部落差別をはじめあらゆる差別の解消につなげることが期待できる。

本
年
度
事
業
内
容

１　中瀬ふれあい夏まつり（開催日　8月6日　開催場所　中瀬小グランド）　人権コンサート（高石ともや）と人権パネル展を主催する。
２　巡回講座講演会　中瀬小学校（11月12日、中瀬小体育館）講師　仲島正教 あーよかったな　あなたがいて　～わたし大好き　あなた大好き～
桃青中学校（12月10日、桃青中体育館）　講師　金香百合　自分を好きになることから始めよう～わたしＯＫ、あなたＯＫ、でエンパワー～
３　人権教育講演会（2月24日、寺田教育集会所）　講師　中尾俊夫　～子どもと親の関係で大切にしたいこと～

開始年度 平成 年度 終了年度 平成 年度 根拠法令・要綱等 三重県教育委員会　住民主体の人権教育推進事業補助金交付要領

投入資源 事業実績
H17 H18（予算） H19（予算）

活動指標 単位
実績値 目標値

①投入人員 正規職員     （人） 0.6 0.6 0.6 H17 H18 H19

1 参加者 人 1,000 1,000 1,000

人件費合計（A） 4,320 4,320 4,320

②支出内訳 事業費（B) 1,241 1,301 1,301
２　参加者 人 387 500 500（千円） 委託料 800 1,048 1,048

報償費 110 100 100

３　参加者 人 18 35 35その他 331 153 153

合計（A+B) 5,561 5,621 5,621

③財源内訳 特定財源 国県支出金 495 501 501

（千円） 地方債
受益者負担
その他特財

一般財源 5,066 5,120 5,120

上記①～③に関する特記事項

評価指標
事業の目的の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位 H17 H18（目標） H19（目標）

１　中瀬地区住民のまつりへの参加割
合（地区住民人口 3,500人）

まつりを通して地域住民の交流から人権尊重の精神を育む。 ％
28.6

30 30
目標

（ 30 ）

目標

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等
夏まつりについては、１７年度で１２回目を数える。中瀬地区委員長を実行委員長として、中瀬地区の各種教育団体、教育機関が実行委員会に参加
し実施、中瀬地区の夏の大きな行事として定着。年々充実したものになってきている。巡回講演会も小中学校と長年共催で実施。中学校では、全校
生徒も参加するため昼間に実施し、成果をあげている。

評
価

必要性 4 確かな人権感覚を身に付け、人権が尊重される社会を築くには、講演会等により専門的知識を得る方法と
共に、交流を通して人権感覚を自然に体得することが大事と考える。両立する活動の一層の推進を図りた
い。

総合評価

有効性 4

Ａ達成度 4

効率性 3
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